
 
 
 
 
 
 
 

 

1１月の 

地域求人数 
対前月 
増減比 

対前年 
同月 
増減比 

現 金 
（日払い） 

22,977 -8.3% -7.7% 

契 約 
（延べ数） 14,230 0.3% 23.1% 

高齢者清掃
ほか 5,100 -4.2% -6.2% 
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2019/12/16（月）～2020/1/6（月）は、簡宿無料紹介停止期間となりますのでご注意ください。 
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答えは裏面に掲載 

森 

先
生
の 

 

詰
め
将
棋 

（
三
手
詰
） 

 結核の発生率が全国平均 26 倍のこの地域で、長年に

わたり、結核予防についての取り組みをされている【公

益財団法人 大阪公衆衛生協会】事務局長の井戸さん

に、お話をうかがいました。 

国
土
交
通
省
は
改
正
出
入
国
管
理
法(

入
管

法)

に
基
づ
く
新
在
留
資
格(

特
定
技
能
外
国
人)

と
し
て
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
建
設
分
野
で
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
受
け
入
れ
環
境
を
整
備
す
る

と
発
表
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
続

き
、
３
カ
国
目
と
な
る
。
外
国
人
の
数
は
、
技

能
実
習
生
を
中
心
に
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。 

地
域
の
現
金
求
人
数
は
、
10
月
以
降
、
昨
年

比
で
少
し
減
少
し
て
い
る
。
事
業
所
か
ら
は
「
前

年
は
、
台
風
等
の
災
害
復
旧
で
忙
し
か
っ
た
が
、

通
年
の
仕
事
量
は
こ
ん
な
も
ん
で
は
な
い
か
」

と
の
声
も
多
い
。
消
費
増
税
が
直
接
的
な
影
響

で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
年
末
ま
で
は
、
こ
の
傾

向
が
続
き
そ
う
だ
。 

2020
年
は
子
年
と
な
る
。
子
年
は
、
新
し
い
サ
イ

ク
ル
の
始
ま
り
、
繁
栄
の
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。

株
式
市
場
で
は
「
子
年
は
繁
栄
」
と
い
う
格
言

も
あ
る
そ
う
だ
。
新
制
度
に
よ
る
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
が
本
格
化
す
る
年
と
な
る
に
は

技
能
実
習
生
と
の
賃
金
格
差
と
い
う
課
題
整
理

が
必
要
だ
が
、
仕
事
量
は
増
加
す
る
年
に
な
る

よ
う
に
願
い
た
い
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
る
と
、
38
℃
以
上
の
発
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
等
全
身
の
症
状
が
突
然
現

れ
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
、
せ
き
等
の
症
状
も
見
ら

れ
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
注
意
！ 

 

高
齢
者
対
象 

格
安
ま
た
は
無
料
で
予
防
接
種 

実
施
場
所 

市
と
委
託
契
約
を
結
ん
だ
受
託
医
療
機
関 

対
象
者 

大
阪
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
①
ま
た
は
②
に
あ
て
は
ま
る
方 

①
65
歳
以
上
の
方 

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が

い
を
有
す
る
方
（
身
体
障
が
い
者
手
帳
1
級
相
当
） 

利
用
料
（
費
用
） 

自
己
負
担
額 

１
千
５
百
円
（
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
） 

次
に
該
当
す
る
方
は
、
接
種
費
用
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

（
1
）
生
活
保
護
受
給
者
の
方 

（
2
）
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方 

 

問
い
合
わ
せ
先 

大
阪
市 

健
康
局
大
阪
市
保
健
所
感
染
症
対
策
課
感
染
症
グ
ル
ー
プ 

 

電
話
：
0

6-

6

6

4

7-
0

6

5

6 

年に２回は無料の 
 

誰
し
も
、
う
つ
し
た
り
、
う
つ
さ
れ
た

り
す
る
病
気
と
言
う
井
戸
さ
ん
。 

 

３０
年
前
と
比
べ
る
と
結
核
の
発
生
は
、

4
分
の
1
以
下
に
減
り
ま
し
た
。
ひ
と
え

に
、
行
政
や
病
院
、
住
民
の
意
識
の
変
化

な
ど
努
力
の
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
も
結
核
を
撲
滅
す
る
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ
遠
い
で
す
。 

結
核
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
地
域
労
働
者

の
特
徴
は
、
無
理
し
て
我
慢
し
た
こ
と
で
、

深
刻
な
状
態
に
な
る
ま
で
放
置
し
て
し

ま
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。 

み
な
さ
ん
に
と
に
か
く
関
心
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 地

域
で
の
結
核
の
状
況 

        

発
熱 

        

結
核
か
な
と
思
っ
た
ら 

        

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
受
診
を 

        

 

典
型
的
な
症
状
が
あ
っ
て
も
我
慢
し
た

り
、
見
過
ご
す
人
が
多
い
で
す
。 

 

少
し
で
も
結
核
か
な
と
疑
う
場
合
は
、
医

療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
一
番
大
事
で
す
。 

 

結
核
菌
は
空
気
が
循
環
す
る
と
こ
ろ
で
は

す
ぐ
に
散
り
ま
す
が
、
せ
ま
い
と
こ
ろ
、
人

が
密
集
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
本
人
が
知
ら
ず

に
排
菌
し
て
い
る
と
、
周
囲
の
人
も
知
ら
ず

に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
何
よ
り
も

怖
さ
が
あ
り
ま
す
。 

 

地
域
に
は
、
感
染
し
や
す
い
環
境
が
多
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
大
阪
市
の
結
核
検

診
車
が
月
に
３
～
４
回
無
料
の
検
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。 

発
病
の
頻
度
か
ら
も
、
半
年
に
１
回
結
核

健
診
を
受
け
れ
ば
、た
と
え
発
病
し
て
い
た

と
し
て
も
深
刻
な
状
態
の
前
に
発
見
で
き
ま

す
。 

 

 

ず
っ
と
昔
に
結
核
に
感
染
し
て
い
た
人
が
、
高
齢
に
な
っ

た
り
、
病
気
に
か
か
る
な
ど
免
疫
力
が
低
下
す
る
こ
と
で
発

病
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

日
頃
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
・ 

十
分
な
睡
眠
・
適
度
な
運
動
な
ど
生
活
習
慣 

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

く
り
か
え
し
に
な
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
結
核
と
疑
っ
た

場
合
に
は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

元
気
な
人
も
定
期
的
に
検
査
を
受
け
て
自
分
の
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。 

大
阪
公
衆
衛
生
協
会 

 
 

 
 

 
井
戸
事
務
局
長 

結
核
健
診
を
受
け
よ
う 

        

結
核
に
か
か
ら
な
い
た
め
に 

        

こ
ん
な
症
状
が
続
く
と
要
注
意 

長
引
く
せ
き 

か
ら
だ
が
だ
る
い 

食
欲
が
な
い 

体
重
が
減
る 

 

胸
が
痛
い
、
重
い 

た
ん
が
出
る 

 

誰
で
も
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す 

12 月 17 日（火） 

11:30～13:00 

萩之茶屋南公園（三角公園） 

 

12 月 24 日（火） 

15:30～17:00 

阪堺電車沿い 

（萩之茶屋地域東部） 

健診場所は毎回異なります。 

詳しくはセンター窓口まで。 

 

結核健診を受けよう！ 
 

結
核
は
早
期
発
見 

早
期
治
療
が
ポ
イ
ン
ト 

治
療
費
も
公
費
で
助
成
さ
れ
ま
す
し
、
住

む
と
こ
ろ
が
な
い
人
の
場
合
に
は
、
入
院
で

の
治
療
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。 

結
核
は
早
期
に
確
実
な
治
療
を
す
れ
ば 

完
治
で
き
る
病
気
で
す
。 

症
状
が
重
く
、
高
齢
者
で
は
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
重
症
化
や
合
併
症
の
発
生
を
予
防
し
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
を
５
分
の
１
に
、
入
院
期
間
を
半
分
に

ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
予
防
接
種
に
は
3
千
円
程
度

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。 

 

予
防
の
た
め
に
、
普
段
か
ら
健
康
管
理
を
し
、
十
分
に
栄
養
と
睡
眠

を
取
っ
て
抵
抗
力
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
人
が
多
く
集
ま
る
場
所

か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
手
洗
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液
で
手
を
消
毒
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
湿
度
が
50

%
以
上
に
な
る
と
感

染
力
が
下
が
る
の
で
、
加
湿
器
の
使
用
や
濡
れ
タ
オ
ル
を
干
す
な
ど
の

対
策
を
と
っ
て
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 



４４回目 １２月１６日（月）
４５回目 １２月２０日（金）
４６回目 １２月２５日（水）
４７回目 １２月２６日（木）

環境整備紹介日
業務内容：不法投棄抑制のための巡回など

雇用期間：６日間　（深夜勤務のみ3日間）

　　紹介時間：10時20分

 
 
 
  

 

詰将棋の解答 

  

池
内 

敬
浩
さ
ん
（
長
崎
県 

39
） 

當
房 

義
一
さ
ん
（
大
阪
府 

81
） 

當
房 

昭
男
さ
ん
（
大
阪
府 

60
） 

友
利 

盛
徳
さ
ん
（
大
阪
府 

65
） 

就業規則の見直しや助成金の申請などでお困りの事業所様は、事業所調整係までお気軽にお声がけください。 

  

【越年対策事業】 

●対 象 

あいりんに居住し生活保護を受

けていない単身日雇労働者で、年

末年始に仕事を得られないため、

自力で食事および住むところを得

られない方。 

●相談場所 

 西成区保健福祉センター分館 

   （もと更生相談所） 
 

11
月
19
日 

あ
い
り
ん
シ
ェ
ル
タ
ー
に
お
い
て
、

結
核
調
査
が
行
な
わ
れ
る
。 

 

11
月
２５
日 

 

西
成
区
役
所
で
第
４６
回
労
働
施

設
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。 

年末年始の準備はお早めに！ 
ケガをしたら 

すぐに病院へ 

事業所と 

連絡がつきにくくなります 労災相談 

年末年始に仕事がない事業所は、事務所を閉め

て早くから休みに入ります。退職の申し出をした

のに賃金の支払いを約束しない等のトラブルで、

相談が年末ぎりぎりになり事業所に連絡がつかな

い場合がありますので、すぐにセンター窓口に相

談に来るようにしてください。 

無断退職はせずに、必ず賃金精算を済ませて帰

るようにしましょう。 

仕事中に負傷した際には、大したことがないと

自己判断せずに、ただちに事業所の責任者に申し

出て、すぐに医者にかかるようにしてください。 

年末年始は事業所も病院も休業しますので、そ

の間労災として治療を受けられず、休業補償をも

らえないことになります。 

事業所が労災の手続きを進めてくれない等トラ

ブルになった際には、すぐにセンター窓口に相談

してください。 

賃金相談 

●事前登録 

12 月 26 日（木）27 日（金） 

午前９時～午後５時 30 分  

（12:00～13:00 は休憩） 

●持参するもの 

令和１年７月７日以降に受診

した緑色の結核健診受診カー

ド 

●面接相談       

12 月 29 日（日） 

午前９時～正午 
 

年末年始の各機関の窓口業務状況 

シ
カ
イ
シ
ャ 

将
の
催
し 

コ
ン
ド
デ
ス 

芸
麻
亜 

閑
人 

☗５二飛成☖３一玉☗４二竜まで 
 

初手☗２三飛成は☖３一玉、☗

２三馬なら☖４二玉で詰まない。 

☗５二飛が正解で☖３一玉に☗

４二竜までの詰み。 

年末年始の高齢者特別清掃紹介 
※いずれの日も、就労日をまたいでの「乗り遅れ」はでき

ませんのでご注意ください。 

第６回事業所座談会を 11 月 26 日(火)

に開催し、6 社の事業所にご参加いただき

ました。 

「労働者の健康管理Ü結核予防を中心

にして－」をテーマに、第１部はあいりん

地域の結核の現状と予防策について（公

財）大阪公衆衛生協会の井戸氏に、第２部

は法令に基づく健康診断制度や助成金制

度のしくみについて西田特定社会保険労務

士に、それぞれお話ししていただきました。 

ご参加いただいた事業所からは「労働者

の健康管理は非常に大切で、特に結核とい

う病気とその予防方法について、より理解

が深まった。」「健康診断を実施した際は助

成金を活用し、非常に助かった。今後もぜ

ひ活用し、労働者の健康管理に役立てた

い。」という声をいただきました。 

 

第 6 回事業所座談会を開催 
 

今年度の事業所座談会は… 

事業所に対して「雇用管理改善の継続的

な支援」を行なうために、労務管理の専

門家である社会保険労務士を招いて、開

催しています！ 

上記以外の講習もまだ募集しているもの

があります！定員に達した時点で締め切り

ますので、希望の方はお早めにお問い合わ

せください。 

技能講習係：０６－６６４１－０３２５ 

 

技能講習受付中！！ 

 12/20 〆切

12/25 〆切

12/27 〆切

12/27 〆切

1/28 〆切

刈払機

玉掛け

小型移動式クレーン

フルハーネス

清掃業務体験講習

27日 28日 29日～3日 4日 ６日
（金） （土） （日）～（金） （土） （月）

労 働 福 祉

セ ン タ ー

 健 保 窓 口

センター内

社 会 医 療

セ ン タ ー

  あ い り ん

職     安

萩之茶屋1丁目ふれあ
い広場（新萩の森）

事前登録
26日(木)・27日(金)

保険福祉センター分
館（旧市更相）

臨時宿泊所入所
面接相談

（場所：分館）

入所面接
9：00～正午
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